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　令和６年度は、同じ市内で活動されている団体について、まだ
まだ知らないことがあるのではないか、市内の別地域の活動を
学ぶことで、より身近な問題として自らの地域活動に活かせるの
ではないかということから、黒木地域の大淵地区自治運営協議会、
矢部地域の矢部地域づくり協議会へ市内視察しました。
　大淵地区自治運営協議会からは、令和３年度過疎地域持続的

発展優良事例の表彰を受けた「コメ花プロジェクト」や「大淵
献燈祭」の活動の工夫や課題などについて説明を受けました。
　また、矢部地域づくり協議会からは、「八女矢部まつり」や
「イルミネーションの設置」などこれまで取り組んでこられた
活動のほか、「矢部村花火大会」をドライブイン形式で開催する
など新たな手法を取った地域活動について説明を受けました。
　その後、参加者との活発な意見交換が行われ、過疎地域に
おける関係人口や交流人口、人と人とのつながりの重要性に
ついて改めて学ぶ機会となりました。
　この研修で学んだことを今後の地域のまちづくりに活かして
いきたいと思います。

　先進地視察研修（R6.12.17）～大淵地区自治運営協議会/矢部地域づくり協議会～

　地域づくり研修会（R6.11.21）　於：八女市農業活性化センター　

　各地域で地域活動に取り組まれている方々を対象に地域づくり
研修会を開催しました。
　研修会では、世代を超えた文化の継承につながる写真集の編さん
に取り組まれた事例や、校区単位で「防災マニュアル」の策定に
取り組まれた事例が発表されるとともに、久留米大学名誉教授・
地域づくりネットワーク福岡県協議会筑後ブロック会議会長の駄田井 正氏
より、「筑後川・矢部川流域の未来展望と地域づくり」という演題
でこれまでの活動事例とともに、筑後川、矢部川などの流域単位で
地域を元気にしていく取組みについてご講演いただきました。

【第１部】地域づくり提案事業活動事例発表会
　・大淵地区自治運営協議会　「おおぶちの人と暮らし」
　・三河校区まちづくり協議会「三河校区防災安全マニュアル作成事業」
【第２部】講演会「筑後川・矢部川流域の未来展望と地域づくり」

　　

　
　日頃より、地域づくり活動にご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　私たち八女市未来づくり協議会では、各地域で活動されているまちづくり団体の
相互の情報連携や各団体の地域活動を支援するために、市と連携しながら、地域課題
の解決に向け様々な取組みを進めております。
　令和６年度は、市内に目を向け大淵地区と矢部地区へ視察研修を行いました。
また、昨年１１月に就任された簑原市長との意見交換会も開催し、地域活動に関して
新たな発見を得られた、非常に有意義な一年となりました。
　市民の皆さまにおかれましても、自助、互助、共助を念頭に、安全で安心して暮らせる理想の地域の
実現に向け、地域で取り組まれている様々な取組みへの、ますますのご理解とご協力を賜りますよう
よろしくお願いいたします。

　ごあいさつ　　八女市未来づくり協議会　会長　髙山　隆夫

▼講演会の様子と駄田井 正氏

▲視察研修の様子



開催日 事業名 事業の詳細

 令和6年
 4月18日 　 

第1回役員会 ○令和6年度「八女市未来づくり協議会総会」について 

5月17日  総会・市執行部との意見交換会 
 ○令和5年度事業報告・決算報告について 
 ○令和6年度役員体制について 
 ○令和6年度事業計画・予算について他

7月5日 第2回役員会 ○地域づくり研修会及び先進地視察研修について他

8月20日 第3回役員会  ○地域づくり研修会及び先進地視察研修について他 

10月21日 第4回役員会  ○地域づくり研修会及び先進地視察研修について他 

11月21日 地域づくり研修会 

○地域づくり提案事業活動事例発表（2団体） 
○講演会「筑後川・矢部川流域の未来展望と地域づくり」 
　講師：久留米大学名誉教授・地域づくりネットワーク
　　　　福岡県協議会筑後ブロック会議会長　駄田井　正　氏 

12月17日 先進地視察研修 
○地域づくりに関する先進的事例調査 
・大淵地区自治運営協議会（黒木）
・矢部地域づくり協議会（矢部）

12月17日 第5回役員会 
○未来づくり協議会活動事例発表会
　及び市執行部との意見交換会について他

令和7年 
 1月9日

第6回役員会
○未来づくり協議会活動事例発表会
　及び市執行部との意見交換会について他

 2月6日 
活動事例発表会・市執行部との
意見交換会 

○地域づくり提案事業活動事例発表（2団体）
○市執行部との意見交換 

3月14日 第7回役員会 
  ○令和6年度事業の総括について 
  ○令和7年度事業方針及び事業計画等について 

3月28日 情報誌の発行 
  ○未来づくり協議会情報誌第15号発行 
  （広報八女4月1日号同時配布） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
  地域づくり提案事業の活動事例が発表されるとともに、市執行部との

意見交換会を開催しました。
第１部：地域づくり提案事業活動事例発表会

　①北山地区地域振興会議　　　「北山地区の郷土史編纂事業」
　　～北山地区先人が残してくれた歴史的文化遺産の整理～

　②椋谷校区地域づくり振興会　「合瀬地区共同生活用河川進入道路整備事業」
第２部：意見交換会
　市長から協働のまちづくりについて講話いただくとともに、移動市長室
や集落支援員に関して、市執行部との活発な意見交換が行われました。

活動事例発表会・市執行部との意見交換会（R7.2.6）　於：八女市農業活性化センター



「おおぶちの人と暮らし」
大淵地区自治運営協議会

令和５年度採択
　大淵地区の伝統文化や地域の暮らしの姿などを
写真や映像により記録として遺し、これまでの
先人の思いと営みを後世に伝える
ため、写真集を作成した。
　写真集の製作にあたって、各

家庭などに残る写真を収集すると
ともに、未来に向けての取り組み
なども写真集に載せることで大淵
の歴史と魅力を発信した。
写真集完成後は全世帯に配布した。

地 域 づ く り 活 動 の 事 例 （ 令 和 ６ 年 度 発 表 事 業 ）

団体名 活動名称 

上陽地区まちづくり協議会 上陽咩さるこプロジェクト

上陽地区まちづくり協議会 公民館駐車場兼コミュニティ広場整備事業

木屋地区自治運営協議会 「木屋に来や小店！（来やこて！）」産直売店開設事業

木屋地区自治運営協議会 南朝木屋ロマン

木屋地区自治運営協議会 気球に乗って木屋上空散歩～木屋子夢をあきらめないで～

※上記のほか以下の４団体が策定から１０年を経過した地域振興計画の更新事業に取り組みます。
　①三河校区まちづくり協議会　　　②黒木地区自治運営協議会　 　③大淵地区自治運営協議会 
　④白木地区地域振興会議　

　各地域のまちづくり団体では、地域コミュニティの維持や地域の再生及び活性化のため、市の助成事業

「地域づくり提案事業」を活用し、様々な活動を行っています。                                                                   

令 和 ７ 年 度 地 域 づ く り 提 案 事 業 採 択 団 体

　令和７年度地域づくり提案事業として、以下の団体の事業が採択を受けました。
　地域の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

「三河校区防災安全マニュアル作成事業」
三河校区まちづくり協議会

令和３年～５年度採択
　三河校区は９行政区のうち５行政区が矢部川沿い
に位置しており、大雨による浸水の影響を受けや
すい地域が多いことから、校区単位での防災
マニュアルを作成し、早期避難を呼びかける看板
を設置した。
　３か年を通して、防災
マニュアル作成のため
のアンケート調査や
ワークショップのほか、
研修会や防災訓練を
実施した。

「北山地区の郷土史編さん事業」
～北山地区先人が残してくれた歴史的文化遺産の整理～

北山地区地域振興会議
令和５年度採択

　高齢化や過疎化で消えようとしている北山地区の
歴史的文化遺産を整理し後世に
残すため、北山地区の歴史や文化
財などをまとめた郷土史を作成
した。
　郷土史の編さんにあたって、
テーマごとに立花町史や歴史年表
などの多くの文献や写真等を整理
し、編集、校正を行った。
郷土史完成後は全世帯に配布した。

「合瀬地区共同生活用河川進入道路整備事業」
椋谷校区地域づくり振興会（星野）

令和４年～５年度採択
　地域の中央を流れる広内川は、夏には蛍が乱舞
する地域の憩いの場であり、火災時には重要な
自然水利となっていた。しかし、河川に下りる
道路が未舗装で急勾配であったため、利用者が
無く荒れた状態だった。
　そこで、地域住民で道路
を整備することで、憩いの
場として利用できるように
なったほか、有事の際の
緊急用車両の進入経路が
確保できた。



【お問い合わせ先】
　八女市未来づくり協議会事務局：企画政策課まちづくり推進係　ＴＥＬ：０９４３－２４－９４５２

　八女市未来づくり協議会からの要望をきっかけに、令和６年４月より集落支援員（６名）が設置され
ました。令和６年度は、地域振興計画更新作業や、複数の地域が連携して取り組んだ講演会の企画など、
各まちづくり団体と連携し様々な活動に取り組まれました。
集落支援員に関するご相談は、八女市企画政策課まちづくり推進係までご連絡ください。

地域名 まちづくり団体名 地域名 まちづくり団体名 

八女 

福島地区まちづくり協議会 

黒木 

木屋地区自治運営協議会 

長峰校区まちづくり連絡協議会 夢かさはら自治運営協議会 

上妻校区まちづくり協議会 大淵地区自治運営協議会 

三河校区まちづくり協議会 

立花 

光友地区地域振興会議 

八幡校区まちづくり協議会 北山地区地域振興会議 

川崎校区まちづくり協議会 白木地区地域振興会議 

忠見校区まちづくり協議会 特定非営利活動法人辺春地域振興会議 

岡山校区まちづくり協議会 上陽 上陽地区まちづくり協議会 

黒木 

黒木地区自治運営協議会 矢部 矢部地域づくり協議会 

豊岡地区自治運営協議会 星野 星野地区まちづくり協議会 

串毛地区自治運営協議会   

《　２１のまちづくり団体　》 

　急速に変化する社会情勢の中、地域課題や住民ニーズも
多様化・複雑化していますが、八女市の予算や職員数は限
られており、行政サービスだけでの解決は難しい状況です。 
　そのため、課題解決には、市民と行政が各々の役割や
責任を基本に、一緒に「協働のまちづくり」を推進する
ことが求められています。

　市民（まちづくり団体）と行政が、対等な立場で不足の
部分を相互に補いながら役割を分担することで、相乗効果
が生み出され、地域課題の解決が期待されます。

集落支援員

集落支援員とは？
どんなサポートを
してくれるの？

　集落の維持・活性化を図るため、
集落の課題を把握し、市や地域
住民と連携しながら課題解決に
向け取り組む人たちです。
　八女市では、市から委嘱を受け

た支援員が活動しています。                                                      

【市民】

市民が
できること

市民と
市の協働

【市】

行政が
すべきこと

参画・市民活動

支援・連携

・地域の行事やイベントのお手伝い
・地域での話し合い
・新たな地域活動の創出
　　　　　　など多岐にわたります。

まずはお気軽にご相談ください。


